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質  問  回  答

2016 年 10 月 17 日

「（案件名）アジア地域中央アジア地域高度産業人材育成に係る情報収集・確認調査」（公示日：2016 年 10 月 5日／公示番号：160734）について、

業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

１ 言葉の定義 「アジア地域中央アジア地域・・・・」と

なっているが、この指示文書中では

「中央アジア 5 ヶ国」、「中央アジア諸

国」、「中央アジア地域」などと異なる

呼称が散在する。言葉の定義を教え

て欲しい。

本案件の対象は「中央アジア地域」であり、カザフスタン、ウ

ズベキスタン、キルギス、タジキスタン、トルクメニスタンの

5か国を指します。左記「中央アジア諸国」「中央アジア地域」

はともに上記 5か国を指します。

２ 成果品の提出時期について 別紙 8p～9p に記載されている成果品

の提出時期と、10p の業務工程計画

（案）に記載されている成果品提出時

期が一致していない。どちらの時期が

正確なものになるか。

正しいのは業務工程計画(案)です。以下のとおり、提出時期に

係る記載を訂正いたします。

（１）インセプション・レポート（IC/R）簡易製本

提出時期：業務開始時（2016 年 12 月上旬）

（２）JICA への第一次現地調査結果報告（簡易なもので差支え

ない）

提出時期：第一次現地調査後(2017 年 2月上旬)

（３）ドラフト・ファイナル・レポート（DF/R）（簡易製本）

提出時期：現地業務後 2週間以内を目途(2017 年 5 月下旬)

（４）ファイナル・レポート(F/R)

提出時期：DF/R 提出後 4週間以内を目途(2017 年 6 月下旬)

３ ドラフトファイナル・レポート

提出時の電子データの媒体

について

別紙 9p に記載されている、ドラフトフ

ァイナルレポート（DF/R）の電子デー

タに「CD-R」という記載がされていな

メールベースでの提出で差支えありませんが、サイズによって

はCD－R或いはファイル共有サービスの利用等をお願いする可

能性があります。



2

通番号 当該頁項目 質問 回答

いが、DF/R の提出時に CD-R の提出

は必要か。

４ 調査の内容 4p～9p の中で、調査の内容として

（3）と（4）が含まれていない。落丁で

あれば、含まれていない内容を教え

て欲しい。

(3)及び(4)は欠番です。

５ M/M について 全体の M/M（6 人）で 18M/M に対し

て、評価対称者（3 人）が 8.9M/Mと少

なくなっているが、どのような意図か

らこのように設定したのか教えて欲し

い。

本業務においては、評価対象者 3名を 8.9M/M とすることで適

切に業務実施頂けるとの想定でM/Mを構成しております。なお、

プロポーザルにおいて適宜団員間のM/M付け替えを提案頂くこ

とは差支えありません。

６ 第一回目の招へいのスケジ

ュール

第一回目の招へいの詳細なスケジュ

ールを教えて欲しい。

別紙のとおりです。

７ 成果品の提出言語について 成果品は日本語、ロシア語と英語の

三ヶ国語の提出があるが、それぞれ

は要約版ではないものになるか。

ご理解のとおりです。

以 上
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別紙

行程 活動場所 宿泊

1 日目

2 月 23 日

（火）

日本着 東京

2 日目

2 月 24 日

（水）

午前 ブリーフィング，外務省等の関係省庁表敬

午後 産業技術大学院大学の訪問

    （産業技術大学院大学・APEN 概要の説明，施設

の見学，15:00 以降 学長表敬）

東京 東京

3 日目

2 月 25 日

（木）

午前・午後 日本の産業現場，高専の見学

（夕方 都内見学）
東京 東京

4 日目

2 月 26 日

（金）

午前・午後 日本の産業現場，高専の見学

夜 レセプション
東京 東京

5 日目

2 月 27 日

（土）

午前 ラップアップ（招聘者からの発表，意見交換） 東京 東京

6 日目

2 月 28 日

（日）

日本発


